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トウェアパッケージを得ることが，この過程を大いに  

促進するだろう．」（訳出：［6］第21章より引用）   

と述べている．   

実際問題への通用を考える場合，ほとんど既存の  

DEA専用プログラムにある（最も代表的なモデルで  

ある）CCRモデル，BCCモデル，加法モデルを利用  

すれば，たいていの場合には事が足りるし，最初の分  

析や検証にはこれらのモデルを使うのが通常である．  

しかし，分析結果を見て，追加的な制約を加えたいと  

いった簡単な修正すらも，従来の専用プログラムでは  

できない．このような修正モデルや自ら開発したモデ  

ルを使いたい，すなわち専用プログラムにないモデル  

を使って実際の問題にDEAを適用した分析を行いた  

いとか，使った方がその問題に対して的確なモデル化  

ができるという場合には（実際に著者らはこのような  

ことを従来してきたのであるが），  

（1）LPソフトを使って，DMU数だけ問題を解く，  

（2）DEAプログラムを開発する，  

のどちらかをしなければならない2．誰もが手軽に何  

度も試行錯誤をしながらモデル開発をしたいし，失敗  

したときの時間的コストを少なくしたいと思っている．  

しかし，その開発環境がなければ「手軽に」行うこと  

は面倒である．   

そこで，本稿では，従来開発されているモデルに加  

え，自らが開発したモデルも追加できる「追加型  

DEAシステム・ⅩPRESSNMP／EXCEL版」を紹介  

する．どのようなDEAの問題に対しても手軽に実行  

できることを目指して開発したシステムである．モデ  

ルを新しく追加する場合には，線形計画問題を解くた  

めの数式モテルを記述しなければならない．本システ  

ムでは，そのことを支援するためにモデル記述言語が  

付いている線形計画法ソフトウェアであるⅩPRESS¶  

MP・DOS版3を利用する．  

1．はじめに  

DataEnvelopmentAnalysis（DEA：包給分析法）  

は，1978年にCharnes et al．によって開発された多  

入力多出力系システムの効率性評価のための手法であ  

る［2］．DEAのモデルは線形計画問題（LP）として  

定式化できるので，問題を解くことは容易である．し  

かし，DEAは評価するDMU（事業体）ごとにLP  

を解く必要がある．そこで，手軽にDEAの問題を解  

くための専用プログラムがいくつか開発されている．  

Charnes et al．［1］（邦訳［6］）第5章に様々なDEA  

用ソフトウェアが紹介されている．また，清野ら［4］  

はMicrosoft ExcelのVBAマクロを用いたDEA分  

析ツールを開発している．最近では，Cooper2才αJ．  

［3］のテキストの中に，DEA－Solver－LV（“Learning  

Version”）が付いていて，7種類のモデルを利用でき  

る1．Charnes et al．［1］もDEAソフトウェアの重要  

性について，   

「最初の比率モデルが発表されて以来，理論，実践，  

そして応用範囲が急速に広がり，成熟し始めている．  

DEAがそれ自身で，もしくはより伝統的な平均的傾  

向分析法を補足するものとして，適用される定番の分  

析方法の1つになるという点で，信頼あるDEAソフ  
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1DEALSolverには2つのバージョンがあり，Cooper et  

al．［3］に簡単な説明がある．“ProfessionalVersion”は46  

のモテルを利用できる．  

2001年6月号  

2この結果，多くの八が，特に実務家の場合には，既存の  

プログラムにあるモテリレで妥協することになるだろう．  
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また，以ドの謄本コンセプトのもとで9 ↑までには  

ない特徴を持つDEAソフトウェアのl旧発を＝析した℡  

他のⅢEA刑IJフりログラムと異なる本システムのコン  

セプトの最火の特徴はシステムが「追加型」である∴l、（  

である。  

（1）ユーザーに使いやすいソフトウェアであること。  

（2）できるだけ腑広いユーザーを対象にすること。  

（3）新しいモデルの追加が容易であること。  

（4）システム開飛諸▲にも優しいシステムであること。  

（5）システム廿仲がIr軋ら成長していくこと。  

本システムは，功け†二のところⅩPRESS－MI）を別途必  

要とするが，美際に依ってもらい，ご意見をいただき  

たい4。  

こ：一 昔ノ・こ‥・．■・‥ ∴  

2．1ユーザーにイ吏いやすいソフトウェア   

本システムでは，現在最も普及していて（ユーザー  

が多く），プログラム∴．潜 （VBAマクロ）を備えて  

いることや得られた結果を分析することも容易である  

ことからMicroso．旺Excelを使うのが最も適朝である  

と考え9 その曹1での美装を試みた。   

2。2 幅広いユ脚ザ血を対象にする   

ユーザーは以打の∴桶顆のこ－ズを持っていると想  

定する申  

（1）既存のI）EAモテリレを利川したい。  

（2）耕しくmEAモデルを開発（追加）したい。  

ソフトウェアの（コンピュータや紡と形盲汁両法プログラ  

ムの）利川能力による分類も加えると，大きく表1の  

ような6つのカテゴリーに分けることができる。   

本システムのユ肘サーの対象は「◎」「O」の付い  

たところである。既存モデルであれば，DEAを使い  

たい謹もが利用でき，lい∵ト級者になれば，新モデル  

の利用も可能であるということを＝指している．  

Ⅰ）ⅨA をとりあえず依ってみたい研究踪∴学里，実働  

家から，mEA を利一1】にしている八まで幅広いユーザ  

ー【を対象にしている。   

2．3 新しいモデルの追加を容易にする   

従来のⅢEAの朝Ijプログラムによって利川できる  

のは，今まで開発されたモデルの－一部である。したが  

って，厚情プログラムにないモデルでデータ分析をし  

たいもしくは，開発した新しいモデルを寸・軽に検証し  

たい，などのニーズには応えることができない。この  

ようむ場合には結J．，），線形封‘画はのプログラムを使わ  

ぎるを得ない少 これは，初。中級者ユーザーにとって  

はかなり面倒であるし，卜級者ユーザーにと っても負  

抑である。本システムでは，モデルの追加が容凱こで  

きる瑞境を‡11珊けることによって，この紆租を軽減し  

ている仙 モデルの追加は数式をイメージ通りに記述す  

ればよいので，妬めて容易にできる。   

2．4 システム開発者に優しいシステム   

PEAは現在も新たなモデルが次々に開発。発表さ  

れている℡ もし，DEAシステムの開発者が新モデル  

に対応しようとするならば，モテリレごとにプログラム  

を－ij；二き打i上！二す，もしくは書き加えなければならない。さ  

もなければ，時代遇れのシステムになってしまう。ソ  

フトウェアの開発者にとって，このような新しいモデ  

ルに対するプログラムをコーディングすることは容易  

かもしれないが，コストは高いものになる。本システ  

ムは中ロ．甘二椒者ユーザーであれば，新モデルの追加が  

できるので，i～1らシステム開発者の役割を果たすこと  

もできる¢ システム開発者にとってもメンテナンスが  

柚めて容易な（コストが安く済む）システムであり，  

同様に，時間の経過（新しいモデルの開発。発表）に  

対して頑健なシステムであることを汁指している。   

2．5 システム自体が自ら成長していく   

常にユーザーが最新のモデルを利用する環境を整え  

ることに対応できるようなシステムを作る必要がある。  

ユーザー が増えてくれば，インターネットのホームペ  

ージを活用した運用を考えているさ 利用者がお互いに  

モデルに関するデータなどを共有できるシステムに発  

展させたいと考えている。  

オペレーションズ0リサーチ   

表1対象ユーザー  

既存モデル  新モデル  ソフトウェアの利用が  

苦手である（初級者）   ○   ×   

慣れていない（中級者）   ○   ◎   

得意である（上級者）   ○   ○   

3Ⅹ‡）RESSMPは，Dash Associates礼のソフトウェア  

（シェルサービスインターナショナル㈱が販売）である。  

このようなソフトウェアは他にレ存在するが，開発開始時  

一書∴く（i997年1jj）で似い勝手の良かったⅩPiそESSM壬jを  

採川した。DEAでは線形計画関越をDMUの数だけ解か  

なければならないので，バッチ処理のできるDOS版を採  

川した。本システムは，MS－EXCEL夢二で利川できるので，  

利甘苦はMSⅦⅢOSのことを特に意識する必安はない。  

4本ソフトウェアは，以卜のURIJからダウンロードする  

ことが‖∫能である。http：／／yamaguchiwslms．kagu。Sut．  

ac．jp  
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は，システム付属のドキュメントを参照していただき  

たい．ここでは，システムの利札方法全体について紹  

介する．   

本システムに必要な環境を以下にホす．  

●ハードウェア：IBM PC¶AT：III換機  

●OS：MicrosoftWindows95／98／2000  

●メモリ：32Mbyte以上を推奨  

●XPRESSuMP・DOS版  

●MicrosoftExce197／2000   

本システムは分析の過程で，データシート，実行用  

シート，結果シートを使い分ける．よって，人山力項  

臼とDMUの選択や変更を容易に行え，さらにある  

一つの実行刷シートで登録されているすべてのモデ  

ル5に対応できるという特徴を持つ．分析のフローを  

図1に示す．また，本システムはメニュー・バーに  

「新規データ作成」「人山力項【二一道択」「分析の実行」  

「モデルの追加」のボタンを設け，シートごとに利川  

できるボタンを表示するように⊥大している．   

3．1データシートの作成   

まず，データシートを作成する．分析を柔軟におこ  

なうためにこの段隅では人汁り」項目はl来月りしない（lズ1  

2，3）．   

3．2 実行用シートの作成   

使川するデータシートをアクティブにして「人H力  

項臼選択」ボタンを押し，入出力項［jを選択する（睦1  

4）．またDMUの選択も任意に吋能である．なお，  

一つのデータシートから複数の実行用シートを作成す  

ることができる．   

3．3 分析の実行   

前節で作成された実行刊シートをアクティブにして  

3．システムの概要  

本システムはMicrosoft ExcelのVBAマクロを含  

むブックとして提供される．詳しい使用方法について  

図2 デー タシートの作成  

図1分析の流れ  522のモデルについては登録済みである（付録A参照）．  

（37）309   2001年6月号  
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図3 作成したデータセット  

図4 入出力項目oDMUの選択  

図6 モテリレの追加   

3凋分析結果   

基本モデルによる分析結果としては，各DMUの  

効率値，非負結合係数，スラック変数，双対変数，重  

要度，参照集合，参照回数，改善目標が表示され，効  図5 分析モデルの選択  

率値と重要度のグラフも出力される。ただし，モデル  

「分析の実行」ボタンを押す。登録されているモデル   によっては表示されない項目もある。  

がモデル選択ダイアログのプルダウン¢メニューに表  3．5 モデルの追加  

示されるので分析に用いるモデルを選択する（図5）。   あらかじめ登録されているモデル以外に新たなモデ  

パラメータが必要なモデルの場合には，モデル選択後  ルを登録する場合は，「モデルの追加」ボタンを押し，  

にパラメータを当該セルに入力する咽  モデル名，モデルファイル名，およびⅩPRESSMP  

オペレーションズ。リサーチ   
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リ，バージョンアップに対するシステムのメンテナン  

スコスト（リスク）も存在する．線形計画法のソルバ  

ー部分だけであれば無償のものも存在するし，DEA  

のモデル化に使われる機能だけに限定したものでもよ  

いので，それらに対するモデル記述言語が開発されれ  

ば，完全に無償で追加型のシステム化が可能になる．   

今後は本研究の考え方を利用し，すべてのシステム  

が無償もしくは低価格で実装できるようなソフトウェ  

アの開発をさらに進めたいと考えている．本研究の考  

え方に賛同し，数理計画に関するモデル記述言語のノ  

ウハウを提供していただける方は，是非著者たちに協  

力していただきたい7  

A 対応済みモデル一覧   

1．人力指向CCRモデル  

2．出力指向CCRモテリレ  

3．入力指向BCCモテル  

4．出力指向BCCモテル  

5．加法モテリレ  

6．重み付き加法モテリレ  

7．Andersen and Petersen・CCRモテリレ  

8．Andersen and Petersen・BCCモテリレ  

9．規模の収穫・増加型モデル  

10．規模の収穫・減少型モデル  

11．規模の収穫・一般型モデル  

12．領域限定・Proportions・入力指向CCRモデル  

13．領域限定・Proportions・出力指向CCRモデル  

14．領域限定・Proportions・入力指向BCCモデル  

15．領域限定・Proportions・出力指向BCCモデル  

16．固定項目を含む入力指向CCRモデル  

17．固定項目を含む出力指向CCRモデル  

18．固定項目を含む入力指向BCCモデル  

19．固定項目を含む出力指向BCCモデル  

20．コスト最小化モデル  

21，利益最大化モデル  

22．利益率最大化モデル  

参考文献   

［1］A．Charnes，W．W．Cooper，A．Y．Lewin and L．M．  

の記述形式に従った［川勺関数と制約式を人力し茸録す  

る（匝16）．すでに登録されているモデルのモデルフ  

ァイルを参照することも可能である．次にモデル式内  

の各変数について変数であるかパラメータであるかを  

才旨左し，新たなモデルの追加が完了する6．追加した  

モデルはモデル選択ダイアログのプル・ダウンメニュ  

ーに追加されており，登録されているモテリレと同様の  

手順で分析することができる．  

4． まとめ  

本稿では，従来のDEAソフトウェアとは異なるコ  

ンセプトのもとで開発した追加型DEAシステムを紺  

介した．市販されているDEAの専門のソフトウェア  

に比べて，使い勝手という点では劣るが，何よりも専  

門プログラムではできないことや線形計画法ソフトウ  

ェアでDEAを実施することを考えれば，はるかに使  

いやすいことは言うまでもないであろう．   

ところで，本研究では「追加型」を「手軽に」行う  

のにモデル記述言語の存在が不可欠であ ったため，市  

販のソフトウェアを利別し，その上での実装システム  

を開発した．しかし，市販のソフトウェアは有償であ  

図7 追加モデルの変数指定  7最近では，機能は限定されているが，学生版を無償配付  

している数理計画ソフトウェアもあり，このシステムをそ  

れらのソフトウェア上でも使えるように改良すれば，教育  

用に利用できるであろう．今後，徐々に進めたいと考えて  

いる．  

（39）y‖   

6変数は「非負変数」「自由変数」「0－1変数」が指定可能  

である．  

2001年6J】号  © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



ゝtlit‾川一（卜／仙‘イ／∴／〆り坤／／／川／．・lノ／‘／恒心．・川（バリ∴り（仙ト   

do10By and AMlicalions，Kuwer Academic PubN   

まishers，1994．  

L2］A．Charnes，W．W．CooperandE．Rhodes：Measur－  

imgtheefnciemcy ofdecisionmakimgunits．EuプT）i）ean   

ノb緑ブ明α／〆仁砂gm∠わ視α7月g∫gα汀ゐ，2，429－444，1978．  

［3］W－W．Cooper，L．M．Seiford and K“Tone：Da  

／二高・しイ坤仙■〃／．・l情／恒／∫l∴1（’り〃／り′（ノ／√〃J一ニ■～・｛・’／∴＼イ．・！・．／晶  

．1／川／（ム．・りソ｝／／■川／∴り／、ヾ．払ノこ′■t〃〔・バ‘砧／／汀1仁ヾ．一行パ  

Sq伽ノare，KluwerAcademic Publishers，1999．  

L4］清野敦軋′巨＝Hほミ，＝＝け計和：Excelを川いたDEA   

のための分析ツール，甘1本オペレーションズ。リサーチ   

、／二会1997牛隠秋季研究発豪会アブストラクト集，216－   

217，1997 

［二5］ノノ根薫：糸鋸㌣打率件の測定と改丼一也絡分斬髄DEA   

による・仙，l訂利・技連，1993 

［6］ノノ相恩 巨＝徹監訳：絡甘紬動刑IHレ、ンドブック，剛倉   

井れ2000．（CharileSピ＝‡J．［りの邦訳）  

オペレーションズ。リサーチ   
3瑠置（40）  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




